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白
崖
宝
生
は
、
室
町
時
代
の
中
期
、
五
山
制
度

の
確
立
す
る
将
軍
足
利
義
満
の
治
政
下
で
そ
の
生
涯
を
送

っ
た
禅
僧
で
あ
る
。
彼

の
開

山
し
た
寺
院
は
、
那
波
泉
龍
寺

(群
馬
県
伊
勢
崎
市
)
・
田
村
円
福
寺

(埼
玉
県
秩
父
市
)
・
栗
尾
興
禅
寺

(同
坂
戸
市
)
・
田
中
大
義
寺

(新
潟

県
塩
沢
町
)
・
湯
沢
泉
福
寺

(同
湯
沢
町
)
な
ど
に
及
ぶ
。
ま
た
、
そ
の
弟
子
覚
翁
祖
伝
は
上
野
関
興
庵

(い
ま
関
興
寺
、
新
潟
県
塩
沢
町
)
を
開

山
し
て
い
る
。
幻
住
派
の
法
燈
を
汲
み
、
生
涯
を
林
下
で
つ
ら
ぬ
い
た
。
後
世
、
そ
の
法
流
は
白
崖
派
と
称
さ
れ
、
北
関
東

・
信
越
地
方

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
な
お
、
幻
住
派
と
は
、
元

の
高
僧
中
峰
明
本
の
門
流
で
あ
り
、
当
時
の
わ
が
国
の
禅
僧

の
間
で
は
詩
文
を

よ
く
し

た
古
林
清
茂
の
門
流
と
と
も
に
、
そ
の
人
気
を
二
分
し
た
。

(
1

)

か

つ
て
、
わ
た
し
は
宝
生
の
事
蹟
と
泉
龍
寺

の
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
彼

の
人
と
な
り
と
白

崖
派

の
展
開
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
を
こ
こ
ろ
み
、
今
後

の
課
題

の
い
く
ら
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

一

「
宝
生
伝
」
史
料
の
検
討

宝
生

の
伝
記
に
関
す
る
基
本
史
料
と
し
て

「行
状
記
」
と

「勘
弁
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
彼
の
事
歴
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
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者
は
彼
が
修
行
中
に
諸
師
と
交
わ
し
た
問
答
商
量
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は

『
群
書
解
題
』
に
よ
れ
ば
、

応
永

三
十

三
年

(
一
四
二
六
)
彼

の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
詮
号
を
賜

っ
た
時
、
奏
請

の
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
そ

の
直
後
に
編
纂
さ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
作
者
は
不
詳
と
あ
る
。
そ
の
作
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
詮
号
宣
下
に
あ
た

っ
て
撰
述
さ
れ
た

と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
が
宝
生
伝
研
究
の
基
礎
史
料
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は
多
く
の
筆
写
本
や
版
本
が
現
存
し
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
字
句
に
多
少

の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
比
較
検
討
は
、
か
ね
て
記
し

た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
改
め
て
、
こ
こ
に

「行
状
記
」
と

「勘
弁
」
を
検
討
し
な
お
し
、
諸
本
の
伝
来
等
の
基
礎
作
業
を
重
ね
た
い
。

さ

て
、
筆
写
本
は
泉
龍
寺
に
三
本

(以
下
こ
れ
を
甲
・
乙
・
丙
本
と
称
す
る
)
・
関
興
寺
本

(『大
日
本
史
料
』
底
本
)
・
同
寺
別
本

・
円
福
寺
本

な
ど
が
あ
り
、
版
本
と
し
て
は
、
塙
本

『
名
僧
行
録
』
(巻

一
)
・
『続
群
書
類
従
』
(巻
二
一二
九
)
・
『
白
崖
和
尚
語
録
』
な
ど
が
既
に
上
梓
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て

『
延
宝
伝
燈
録
』
(二
七
)
や

『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
(八
)
に
も
所
伝
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

『関
興
禅
奄
由
緒
書
』
(関
興
寺
蔵
)
や

『白
崖
宝
生
画
像
賛
』
(泉
龍
寺
蔵
)
な
ど
も
白
崖
の
事
跡
を
知
る
上
で
の
参
考
史
料
と
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
依
拠
す
べ
き
は
、
宝
生
が
直
接
か
か
わ

っ
た
泉
龍
寺

・
円
福
寺
の
ほ
か
関
興
寺
に
収
蔵
さ

れ
る
筆
写
本
で
あ
ろ
う

(興
禅
寺

・
大
義
寺

.
泉
福
寺
な
ど
は
現
在
廃
寺
)。

と

こ
ろ
で
、

こ
れ
は
既
に

『
大
日
本
史
料
』
(応
永
二
十

一
年
九
月
七
日
ー
宝
生
麗
年
1
)
に
関
興
寺
本
を
底
本
と
し
て
泉
龍
寺
丙
本
お
よ

び
円
福
寺
本
を
対
校
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
写
本
は
室
町
時
代
の
末
か
ら
江
戸
時
代
の
初
期
に
か
け
て
書
写
さ
れ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
字
体
も
紙
質
も
そ
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
写
本
に
も
誤
脱
が
な
い
わ

け
で
は
な
く
、
以
後
の
版
本
に
も
明
ら
か
な
誤
植
と
思
わ
れ
る
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
写
本
で
は
泉
龍
寺

の
三
本

(甲

・
乙
.
丙
)
と
関
興

寺
本
、
版
本
か
ら
続
群
書
類
従
本
を
と
り
あ
げ
、
各
本

の
異
同
を
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
来
と
性
格
を
検
討
し
て
み
る
。
な
お
、
現
在
確

認
で
き
る
円
福
寺
本
は
、
寛
文
六
年

(
一
六
六
六
)
の
写
本
で
あ
る
。
書
体
、
字
句
の
異
同
は
泉
龍
寺
乙
本
に
近
い
。
紙
幅

の
都
合
上
、
円

福
寺
本
は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
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日

下
野
ー
藤
-

我

一
問
有

漱
云

師
云

歓
日

-
見
侍
者

聞
此
話
了

山
云

師
問
云

師
云
別
々

師
云

師
問
云

師
云

拙
云

峯
日

侮
試
道
看
　

利
根
吉
祥
寺
ー
普
請
次

師
云

百
丈
席
捲
意
旨

拙
云

伊
勢
大
神
宮

師
問
日

i
又
問

ー
非
仏

歓
日

歓
日

下
野
-
藤
-

我

一
門
有

歓
云

師
云

喝
日

ー
見
侍
者

聞
此
話
了

山
日

師
問
云

師
云
別
々

師
云

師
問
云

師
云

甲

ノ
而

ハ
小
字
補

入

丙

・
関

ハ
席
捲

丙

・
関

ハ
大

関

ノ
非
心

ハ
脱

丙

・関

ノ
州

・原

ハ
脱

関

ノ
門

ハ
誤

丙 丙 関
・ ・ ノ

関 関 喝
ハ ノ ハ

話 祐 誤
　　

脱

 

甲
ノ
師
日
別
々
ハ
小
字

補
入
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師
云
却
視
梯
袖
去

師
問
日

師
日

篭
云

帆
炉

相
州
筥
根

師
問
日

梯
袖
而
去

路
次

師
拮
面
前
菓
子
日

師
献
扇
子

厭
風
欲
合
戸

師
便
謁

不
見
耶

此
上
有

}
句
和
尚
代

学
人

無
語
帰
方
丈

=

呈
露
着
語

著

云
然
便
問
云

着
無
語

師
便
立

参
学
-
柄
子

拶
無
着
和
尚
云

珍
重

師
得
入
而

毒
蛇
行
処

手
裡

師
云
却
視
梯
袖
去

師
問
日

師
日

蕎
云

帆
炉

相
州
筥
根

師
問
日

梯
袖
而
去

路
次

師
拮
面
前
菓
子
日

師
献
扇
子

厭
風
欲
合
戸

師
便
謁

不
見
耶

此
上
有

一
句
和
尚
代

学
人

無
語
帰
方
丈

一
一
呈
露
着
語

著

云
然
便
問
云

著
無
語

師
便
立

参
学
ー
柄
子

拶
無
著
和
尚
云

珍
重

師
得
入
而

毒
蛇
行
処

手
裡

師
-
沸
袖
去

師
問
云

師
云

奄
日

帆
舟

武
州
筥
根

師
問
云

幻
無
語
帰
方
丈

路
頭

師
拮
面
前
日

献
扇
子
於
師

山
厭
風
欲
合
戸

不
看
耶

此
上
ー
代
学
人

著

無
語
帰
方
丈

一
一
呈
露
1
ー
看
然

ー

便
問
云

-
師

便
立

参

学
之
柄

子

拶
無
著
和
尚
-

珍
重

々
々

師

入
得

而

毒
龍
行
処

手
裡

師
-
佛
袖
去

師
問
云

師
云

蓄
日

帆
i

武
州
筥
根

師
問
云

幻
無
語
帰
方
丈

路
袴
頭

師
拮
面
前
日

献
扇
子
於
師

山
厭
風
欲
合
戸

不
看
耶

此
上
-
代
学
人

著
無
語
帰
方
丈

一
一
呈
露
i
l
看
然

ー
便
問
云

ー
師
便
起

参
学
之
初
子

拶
無
著
和
尚
日

珍
重
々
々

師
入
得
而

毒
龍
行
処

手
裡

甲

・
乙

ノ
云

ハ
術

甲

ハ
武

ヲ
相

二
訂
正

甲

・
乙

ノ
次

ハ
誤

丙

・
関

ノ
菓
子

ハ
脱

甲

ハ
献
扇
子
於
師

ヲ

修
正

甲

ハ
小
字
補
入

丙

・
関

ハ
有
以
下

ノ

五
字
脱

丙

・
関

ノ
著
無
語

ハ
脱

丙

ノ
云

ハ
脱

甲

ノ
手

ハ
小
字
補
入
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1

泉
龍
寺
甲
本
と
乙
本
の
関
係

泉

龍

寺

甲

本

は

、
第

一
紙

を

欠

く
。

こ
れ

と

乙
本

を

比
較

す

れ
ば

、
両

者

の
共

通

点

が

き

わ

め

て
多

い
。

例

え
ば

、
58
以

下

の

「
勘

弁
」

に

お

い

て

日
と

云

の
使

い
方

は

、

87

を
除

外

し

て

全
く

一
致

す

る
。

ほ

か

に
も

16

・
28

・
29

・
31

・
33

・
38

・
44

・
52

・
54

・
69

・
72

・

74

・
76

・
80

・
85

・
86

・
93

・
期

・
血

・
魏

・
鵬

・
餌

・
獅

・
"

・
畑

・
"

・
m

・
m

・
幽

・
鄭

・
螂
等

は

丙

本

や

関

興
寺

本

と

は
異

な

る

共

通
点

で
あ

る
。

ま

た

、

甲
本

に

は
訂

正

・
抹

消

な

ど

の
痕

跡

が

多

く

み
ら

れ

る

。

34

・
35

・
38

・
44

・
52

・
70

・
89

・
98

・
踊

・
価

な

ど

が

そ

れ

で

、
大

半

は

乙

本

に

共

通

し

て

い

る
。

こ

の
場

合

、
ど

ち

ら

が

底

本

に
近

い
も

の
か

。

例

え

ば

、

甲

本

は

52

で

手
今

を

干
今

と
訂

正

し

、

98

で
武

州

を

相

州

に
訂

正

し

て

い

る
。

乙
本

が
底

本

な

ら

ば

、

こ

の
よ

う

な

訂

正

は

あ

り

え

な

い
。

し

た

が

っ
て

、

両
本

の

関
係

は

甲
本

が
先

で

、

乙
本

が

そ

の
清
書

本

と

み

る

べ

き

で
あ

ろ
う

。

2

泉
龍
寺
丙
本
と
関
興
寺
本
の
関
係

泉

龍

寺

丙

本

と

関

興

寺

本

の

共

通

点

も

多

い

。

58

以

下

の

「勘

弁

」

で

単

純

に

日

・
云

を

比

較

す

れ

ぼ

、

63

・
87

を

除

外

し

て

全

く

一

致

す

る

。

さ

ら

に

、

4

・
16

・
21

・
28

・
29

・
38

・
54

・
69

・
72

・
74

・
76

・
80

・
85

・
93

・
98

・
蜘

・
魏

・
螂

・
…
…
・
螂

・
価

・
卿

・

期

・
劔

・
m

・
m

・
m

・
梱

・
価

な

ど

の

字

句

が

、

そ

れ

以

外

の
本

と

異

な

り

両

者

だ

け

共

通

で

あ

る

。

し

か

し

、

両

者

に

は

異

な

る

と

こ

ろ

も

多

く

、

例

え

ば

、

5

・
7

・
8

・
10

・
13

・
15

・
17

・
18

・
19

・
20

・
22

・
24

●
30

。
33

・
34

.
36

・
37

●
40

・
44

●
45

。
47

●

50

・
51

・
52

・
56

・
58

・
59

・
60

・
64

・
77

・
97

・
皿

な

ど

が

そ

れ

で

あ

る

。

こ

の

う

ち

に

は

単

純

な

誤

脱

も

多

い

が

、

17

の

日

本

と

本

朝

、

37

の

設

利

と

舎

利

、

40

の

七

十

と

七

十

二

(
丙
本

の

七

十

二

が
正

し

い
)
、

44

の

二

十

と

二

十

一

(関

興
寺

本

の

二
十

一
が

正
し

い
)
、

77

の

非

心

非

仏

と

非

仏

な

ど

か

ら

は

、

両

者

の

い
ず

れ

が

底

本

か

と

い

う

判

断

は

で

き

な

い

。

お

そ

ら

く

、

両

者

と

も

共

通

系

統

の

底

本

か

ら

の

写

本

と

み

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。
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3

続
群
書
類
従
本
と
泉
龍
寺
甲
本
の
関
係

続

群

書

類

従

本

は

9

・
14

・
15

・
23

・
26

・
27

・
36

・
39

・
41

・
42

・
43

・
49

・
53

な

ど

に
誤

脱

が

み
ら

れ

、

版

本

と

し

て

ど

れ

を
底

本

に
し

た

の
か

判

断

し

に

く

い
が

、

1

の
萬
松

山

、

2

の
禅

師

傳

か

ら

泉

龍

寺

甲

本

か

丙
本

に
近

い

こ
と

は

容

易

に

推

察

で

き

る
。

こ

の

う

ち

16

・
33

・
38

・
44
は

甲

本

に

だ

け

共

通

し

、

丙
本

に

は
合

致

し

な

い
。

反

対

の
事

例

は

31

だ

け

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て

、

即

断

は

で

き

な

い
が

続

群

書

類

従

本

は

泉

龍
寺

甲
本

に
近

い

も

の
が
底

本

と
し

て
使

わ

れ

た

も

の
と

思
慮

さ

れ

る
。

お
お
む
ね

な
お
、
泉
龍
寺
甲
本
と
丙
本
の
関
係
は
、
35
で
甲
本
は
率

(こ
れ
が
正
し
い
)
と
書
き
な
が
ら
乙
か
丙
本
に
あ
わ
せ
て
牽
と
し
、
44
で
甲

本
は

二
十

一
年
と
書
き
な
が
ら

一
を
削
除
し
て
丙
本
に
あ
わ
せ
て
二
十
年
と
す
る
な
ど
、
甲
本
が
丙
本
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
泉
龍
寺
三
本
の
関
係
は
、
丙
本
が
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
、
甲
本
は
こ
れ
を
見
て
修
正
し
て
お
り
、
乙
本

は
甲
本
の
浄
写
本
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
甲
本
は
丙
本
と
は
別
の
本
を
底
本
と
し
て
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
丙
本
と
校
合
し
た
と
思
え
る
。

以
下
、
こ
れ
を
図
に
示
す
と
左
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ー
円
福
寺
本

底
本

A
系
統
本

ー
B
系
統
本

1
関
興
寺
本

ー
泉
龍
寺
丙
本

泉
龍
寺
甲
本

以
上
述
べ
た
通
り
、
写
本
と
し
て
の
価
値
は
と
も
か
く
、
泉
龍
寺
甲
本
に
推
敲
の
跡
が
み
ら
れ
、

あ
る
が
、
こ
れ
は
第

一
紙
を
欠
く
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
を
浄
写
し
た
で
あ
ろ
う
乙
本
を
見
る
と
、

る
。

つ
ま
り
、
右
の
表
の
3
の
部
分
で
あ
る
。

住
清
蔭
嗣
法
小
子
清
単
集

1
塙
本

(名
僧
行
録
)
・
続
群
書
類
従
本

ー
泉
龍
寺
乙
本

比
較
的
に
字
句
も
整

っ
て
い
る
の
で

そ
の
巻
頭
に
看
過
で
き
な
い
箇
所
が
あ
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(隠
)

こ
れ

に
は
、
泉
龍
寺
の
塔
頭
清
蔭
庵
に
住
し
た
宝
生
の
弟
子
清
単
が
こ
れ

(行
状
記
)
を
撰
集
し
た
と
あ
る
。
前
述
の
通
り
宝
生
の

「行
状

記
」
は
撰
者
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
龍
泉
寺
の
清
蔭
庵
に
住
し
、
宝
生
の
薫
陶
を

一
身
に
あ
つ
め
、
の
ち
関
興
庵
の
二
世
と
な

っ
た
不
蔵
青
単

(丹
)
な
ら
ば
、
彼
は
撰
者
と
し
て
最
も
相
応
し
い
。
彼
は
応
永
二
十

一
年

(
一
四
一
四
)
宝
生
の
葬
儀
を
す
ま
せ
、
そ
の
二

年
後

、
請
わ
れ
て
関
興
庵
の
住
持
と
な

っ
た
(『同
庵
実
録
』)。
そ
れ
か
ら
永
享
八
年
(
一
四
三
六
)
、
三
世
在
天
従
龍
に
こ
れ
を
譲
る
が
、
そ

の
半
ば
、
宝
生
の
十
三
回
忌
を
迎
え
、
詮
号
下
賜
の
資
料
と
し
て
こ
れ
を
撰
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
実
証
で
き
る

の
は
乙
本
記
載
の
事
実
の
み
で
あ
る
。

二

宝
生
の
事
蹟
に
つ
い
て

宝
生
の
生
涯
に

つ
い
て
の
史
料
は
前
述
の
通
り
、
経
歴
を
記
録
し
た

「行
状
記
」
と
、
他
の
師
僧
と
の
問
答
を
記
録
し
た

「勘
弁
」
で

あ
る
。
こ
の
う
ち

「勘
弁
」
に
は
、
年
代
が
少
し
前
後
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
見
う
け
ら
れ
る
が
、
両
史
料
を
中
心
に
彼
の
事

蹟
を
述
べ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
宝
生
は
河
内
国
に
橘
氏
の
末
高
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
生
地

・
系
譜
と
も
そ
れ
以
上
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
寂

年
は
応
永
二
十

一
年

(
一
四
一
四
)
で
七
十
二
歳
と
い
う
か
ら
、
生
年
は
康
永
二
年

(
=
二
四
三
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
時
代
は
、
幼

年
期

こ
そ
南
北
朝
の
動
乱
の
渦
中
に
あ

っ
た
が
、

長
じ
て
か
ら
晩
年
に
至
る
生
涯
の
大
半
は
、
将
軍
義
満
の
治
政
下

(北
山
大
御
所
時
代
)

に
あ

っ
て
、
室
町
時
代
で
は
世
相
の
も

っ
と
も
安
定
し
て
い
た
時
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
禅
宗
史
上
か
ら
見
れ
ぼ
、
叢
林

の
整
備

・
充
実
が

は
か
ら
れ
、

林
下
に
も
高
僧
が
輩
出
し
た
時
で
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

ど
の
高
僧
伝
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

宝
生
も
年
若
く
し
て

「不
楽
渉
世
」
と
あ
り
、
七
歳
に
し
て
高
野
山
に
登

っ
た
と
い
う
。

当
然
、
そ
の
具
体
的
な
理
由
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

そ
し
て
延
文
五

年

(
=
三
ハ
○
)、
相
模
の
勝
因
寺

(「行
状
記
」
で
は
清
隠
寺
)
で
渓
雲
至

一
に
遭
い
受
戒
す
る
。

至

一
は
法
燈
派
無
本
覚
心
の
直
弟
子
で
あ
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る
・
師

の
覚
心
は
、
上
野
世
良
田
長
楽
寺
開
山
の
栄
朝
に
師
事
し
た
後
、
入
宋
し
て
無
門
慧
開
に
嗣
法
し
、
彼
か
ら

『
無
門
関
四
十
八
則
』

を
授
か

っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
が
、
帰
朝
後
も
高
野
山
に
登
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
禅
密
戒
兼
学
の
僧
で
あ

っ
た
。
そ
の
弟
子

至

一
の
経
歴
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
頼
印
僧
正
絵
詞
』
(巻
二
)
の
延
文
三
年

(
=
二
五
八
)
正
月
の
記
事
に
、

隊
畢

長
老
至

上
人
来
臨

ス
・
此
人

コ
薪

宮
信
仰
・
事
ナ
レ
バ
ト
テ
子
細

ヲ
語

ル
、

と
あ
る
。
頼
印
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
鶴
岡
社
務
別
当
頼
仲
の
弟
子
で
あ
り
、
鎌
倉
公
方
足
利
満
氏
の
帰
依
を
得
て
、
東
寺
長
者

.
関
東

護
持
僧

・
榛
名
山
別
当
な
ど
関
東

の
有
力
寺
院
の
別
当
を
兼
ね
、
室
町
時
代
の
関
東
真
言
宗
教
団
を
組
織
だ
て
た
大
立
者
で
あ
る
。
そ
の

彼
が
、
雪
下
の
新
宮
別
当
に
就
任
す
る
の
を
予
言
し
た
僧
と
し
て
至

一
が
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
彼
も
、
師
の
覚
心
と
同
様
に
真
言
を

併
修
し
た
僧
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
政
僧

の
頼
印
が
親
爽
す
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ

っ
た
。
「行
状
記
」
で
は

二

ま
た
奇
行

あ
り
、
能
く
叩几
力
を
も

っ
て
、
飛
走
を
役
し
、
水
泉
を
涌
か
す
」
な
ど
と
あ
り
、
祈
薦
に
優
れ
た
僧
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
「行
状
記
」

の
筆
者
と
さ
れ
る
青
単
は
、
こ
の
至

一
に
つ
い
て

「而
れ
ど
も
師
の
心
こ
れ
を
小
な
り
と
す
」
と
記
し
、
宝
生
が
こ
れ
に
満
足
し
な
か

っ

た
と
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
後
、
宝
生
が
安
房
清
澄
寺

(も
と
天
台
、
当
時
は
真
言
系
の
僧
が
多
か
っ
た
。
い
ま
は
日
蓮
宗
)

へ
向
か

っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
高
野
↓
勝
因
寺
↓
清
澄
寺
と
い
う
彼
の
行
動
に
真
言
系
、
も
し
く
は
、
こ
れ
を
兼
修
し
た
法
燈
派

の
僧
に
、
出
家

以
来
の
深
い
因
縁
を
感
ず
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
宝
生
が
そ
の
後
に
関
係
す
る

一
連

の
僧
、
抜
隊
得
勝

.
古
剣
智
訥

.
大
敏
勇
健
等
も
、

す
べ
て
こ
の
法
脈
に
連
な
る
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
幻
住
派
白
崖
下
の
青
単
の
意
識
は
別
と
し
て
、
宝
生
に
は
生
涯
に
わ
た

っ
て

法
燈
派
と
の
関
わ
り
を
保

つ
、
何
か
が
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
(後
述
)。

至

一
に
死
別
し
、
清
澄
寺
を
経
て
、
宝
生
は
近
江
飯
高
山
の
寂
室
元
光
の
門
を
敲
く
。
清
澄
寺
参
籠
中
の
彼
を
導
い
た
の
は
、
「行
状

記
」
に
よ
れ
ぼ
、
出
家
以
前
の
宝
生
に
高
野
山
で
禅
門
を
勧
め
た
老
僧
で
あ

っ
た
。
彼
は
言
う

「汝
ぢ
禿
坂
に
邊
遁
の
者

に
あ
ら
ず
や
。

(中
略
)
汝
ぢ
既
に
禅
に
入
る
。
た
だ
正
師
に
遭
い
難
き
の
み
。
近
江
の
飯
高
山
に
寂
室
翁
あ
り
、
丞
行
後
る
る
こ
と
な
か
れ
。」
と
。
彼
が

何
者
か
は
判
然
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、
「行
状
記
」
の
筆
者
青
単
が
師
僧
の
禅
門

へ
の
軌
跡
を
象
微
的
に
描
い
た
も
の
か
、
具
体
的
に
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考
え
れ
ば
、
先
の
法
燈
派
や
大
覚
派
な
ど
の
僧
が
想
起
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「行
状
記
」
の
寂
年
に
、
宝
生
は
法
騰
五
十
三
夏
と
あ
る

か
ら
、
彼
の
弟
子
青
単
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
年
康
安
元
年

(
=
三
ハ
一
)
宝
生
は

一
九
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
元
光
に
入
門
し
た

年
と

一
致
す
る
。
元
光
は
法
系
上
は
大
覚
派
の
約
翁
徳
倹
を
嗣
い
で
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
幻
住
派
と
も
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
。

そ
れ
で
筆
者
青
単
は
こ
れ
以
前
の
騰
次
を
除
外
し
て
、
こ
こ
か
ら
の
法
膜
を
採
用
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
俗
世
の

喧
燥
を
さ
け
て
い
た
元
光
が
、
よ
う
や
く
近
江
の
守
護
佐
々
木
頼
氏
の
請
を
容
れ
て
、
飯
高
山
に
永
源
寺
を
開
い
た
の
は
こ
の
年
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
宝
生
は
そ
れ
か
ら
二
年
、
風
が
竹
を
か
き
な
ら
す
音
で
開
悟
す
る
が
、
元
光
は

「汝
ぢ
後
生
な
り
、
宜
し
く
保
任
し
て
も

っ

て
そ
の
器
と
な
る
べ
し
、
慎
み
て
造
次
す
る
こ
と
勿
れ
」
と
戒
飾
す
る
。

こ
う
し
て
元
光

の
膝
下
に
い
る
こ
と
四
年
、

こ
の
修
学
は
彼
の

生
涯
を
決
定
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
元
光
の
法
系
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
修
学
は
彼

の

「行
状
記
」
(『続
群
書
類
従
』

二
一二
五
)
に
よ
れ
ば
、
天
応
二
年

(
一
三
二
〇
)
入
元
し
天
目
山
で
中
峰
明
本
に
謁
し
て
い
る
。
嗣
法
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
元
光
の
名
刹
を

求
め
ず
、
世
俗
に
溶
豫
し
な
い
態
度
は
、
幻
住
派
明
本
の
禅
そ
の
も
の
だ

っ
た
。
元
光
と
明
本

の
出
会
い
は
、
宝
生
が
本
師
と
し
た
大
拙

祖
能

が
入
元
し
、
明
本
の
弟
子
千
岩
元
長
に
嗣
法
す
る
二
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
元
光
と
の
出
会
い
が
、
宝
生

を
幻
住
派
に
引
き
込
ん
だ
と
も
い
え
る
。
少
な
く
と
も
、
林
下
に
あ

っ
て

一
世
を
風
靡
し
た
高
僧
元
光

の
最
晩
年

の
膝
下
で
、
青
年
僧
宝

生
の
得
脱
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
か

っ
た
に
違
い
な
い
。

貞

治
六
年

(
一
三
六
七
)
元
光
は
示
寂
し
た
。
途
方
に
く
れ
た
宝
生
は
、
越
後
に
環
渓
派
無
雲
義
天
の
弟
子
月
堂
円
心
を
尋
ね
る
。
し
か

し
円
心
も
ほ
ど
な
く
寂
す
。
荘
然
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
野
吉
祥
寺

(暦
応
二
年

〈
一
三
三
九
〉
中
巌
円
月
開
山
)
に
二
世
と
し
て
大
拙
祖

能
が
入
院
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

そ
の
時
の
宝
生
の
思
い
を

「行
状
記
」
で
は
、
「師
そ
の
道
韻
を
聞
き
、
酢
を
想

い
て
液
を
生
ず
る

が
ご
と
し
。
遂
に
属
を
囁
い
て
こ
れ
に
つ
き
、
以
て
前
解
を
質
す
」
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
祖
能
は
厳
し
か

っ
た
。
元
光

の
と
こ
ろ
で
の
開

悟
を

「瞥
転

の
一
機
、
汝
ぢ
即
ち
無
き
に
あ
ら
ず
。
惟
だ
自
ら
な
さ
ざ
る
の
み
」
と

一
蹴
す
る
。

そ

こ
で
や
む
な
く
、
宝
生
は
上
野
広
沢

(桐
生
市
)
田
中

の
泉
州
某
の
別
宅
に
籠
も
る
。
そ
の
経
緯
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
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こ
の
地
域
は
今
に
臨
済
宗
寺
院
が
多
い
こ
と
と
相
侯

っ
て
、
当
時
す
で
に
禅
僧
を
受
容
す
る
人
々
が
居
た
こ
と
は
興
味
深

い
。
と
も
か
く
、

こ
う
し
て
宝
生
は
三
年
間
黙

々
と
坐
す
。
そ
し
て
、
祖
能
が
吉
祥
寺
か
ら
円
覚
寺
に
晋
山
す
る
と
い
う
噂
を
聞
い
て
、
路
次
で
印
可
を
請

う
、
と

「行
状
記
」
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
祖
能
は
こ
の
年

(応
安
三
年

全

三
七
〇
〉)
円
覚
寺
に
赴
い
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
上
野
宝

林
寺

(千
代
田
町
)、
武
蔵
勧
喜
寺

(妻
沼
町
)、
常
陸
榜
厳
寺

(笠
間
市
)
な
ど
の
祖
能

の
開
創
に
か
か
る
寺
院

(お
そ
ら
く
地
理
的
に
は
宝
林
寺
)

で
の
こ
と
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
宝
生
は
再
び
彼
に

一
喝
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら

「勘
弁
」
に
よ
れ
ば
、
丹
波
横
山

(慧

日
寺
)
の
特
峯
妙
奇
を
尋
ね
た
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
も
後
年

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
道
順
か
ら
み
て
、
祖

能
に
叱
咤
さ
れ
た
宝
生
は
、
上
野
桐
生
の
広
沢
あ
た
り
か
ら
下
野
の
日
光
に
登

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
三
年
を
費

や
す
。
歎
難
辛
苦
の
末
、
粥
を
食
べ
る
の
も
忘
れ
、
鍋
が
火
勢
で
破
裂
す
る
音
を
聞
き
、
投
機
す
る
。
そ
の
類
に
、

去
年
広
沢
閑
房
裡
、
今
歳
日
光
岩
窟
辺
、
不
覚
同
生
同
死
処
、
孤
峯
拍
手
囎
青
天
、

と
あ
る
。
広
沢
に
三
年
、
日
光
に
三
年
、
刻
苦
奮
励
生
死

の
境
を
彷
径
し
た
末
、
思
わ
ず
割
れ
た
鍋

の
音
に
、
日
光
の
山

(あ
る
い
は
宝
生

自
身
)
が
拍
手
し
た
よ
う
で
あ
り
、
天
空
が
う
な
り
声
を
あ
げ
た
よ
う
で
も
あ

っ
た
。

生
死
と
自
然

・
宇
宙
を

一
声
の
も
と
に
受
け
と
め

て
い
る
よ
う
に
感
ず
る
。

こ
れ
が
応
安
六
年

(
一
三
七
三
)
三
十

一
歳
の
こ
と
と
い
う
。
こ
う
し
て

「行
状
記
」
で
は
同
年
秋
、
三
た
び
円

覚
寺
に
祖
能
を
尋
ね
る
。
た
だ
し
、
祖
能
が
同
寺
に
住
す
る
の
は
こ
の
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か

一
〇
日
間
で
あ

っ
た
と
い
う
。
だ

か
ら
、

こ
れ
も
円
覚
寺
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
祖
能
に
会
う
。
「行
状
記
」
に
見
え
る
、

こ
の
時
の
両
者

の
問
答
は
す
さ
ま
じ
い
。

拙
云
、
祢
有
徹
底
試
挙
看
、
師
日
、
作
夢
者
与
作
媒
語
者
、
是
同
是
別
、
拙
云
、
作
夢
底
且
置
、
作
慶
生
是
媒
語
底

、
師
日
、
某
甲

道

不
著
、
拙
云
、
従
上
祖
宗
、
皆
説
悟
底
弥
何
不
道
、
師
日
、
請
和
尚
代
某
甲
道
、
拙
云
、
山
僧
道
不
著
、
師
日
、
態
慶
則
与
某
甲

一
般
也
、
拙
云
、
既
是

一
般
、
為
甚
磨
山
僧
不
肯
弥
、
師
日
、
知
音
無
消
息
、
拙
斬
渠
語
云
、
鼻
祖
而
降
、
生
歴
代
伝
法
者
、
保
重

斯
道
、
潜
山
谷
、
動
三
二
十
年
、
霜
露
果
熟
、
龍
天
推
出
、
吾
去
後

一
十
三
年
、
厚
自
鱈
翻
、
勿
開
法
也
、
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所
証

を
述

べ
よ
と
い
う
祖
能
に
、
宝
生
は
尋
ね
る
。
夢
を
見
る
こ
と
と
寝
言
と
同
じ
か
別
か
と
。
夢
見
は
と
も
か
く
寝
言
と
は
何
か
聴
く

祖
能

に
、
わ
た
し
は
道
え
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
祖
能
は
説
明
す
る
。
古
来
、
列
祖
と
称
さ
れ
る
僧
は
、
み
な
所
証
を
説
い
た
。
な
ぜ
、

お
前

は
道
わ
な
い
か
と
。
そ
こ
で
、
宝
生
は
切
り
返
す
。
わ
た
し
に
変
わ

っ
て
和
尚
が
道
え
と
。
祖
能
も
道
え
な
い
と

い
う
と
、
宝
生
は
、

な
ら
ば
わ
た
し
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
す
る
と
祖
能
も
い
う
。
す
で
に
同
じ
だ
、
だ
が
、
そ
れ
で
は
お
前
を
首
肯
で
き
な
い
と
。
宝
生
は

そ
れ
に
対
し

「知
音
に
消
息
な
し
」
と
い
い
か
け
る
と
、
祖
能
は
そ
の
言
葉
を
さ
え
ぎ

っ
て
い
う
。
始
祖
大
師
よ
り
こ
の
か
た
、
伝
法
に

あ
た

っ
て
は
所
証
の
開
陳
が
大
切
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
修
行
を
積
み
重
ね
れ
ば
大
悟
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
の
没
後

十
三
年
ま
で
、
自
重
し
て
他
人
に
法
を
説
く
な
と
。
「勘
弁
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
末
尾

の
文
言
は
、
翌
日
、
宝
生
が

一
人
方
丈
に
入
り
、

所
証
を
呈
示
し
た
後

の
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
密
参
口
訣
の
よ
う
な
も
の
を
感
ず
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
が
祖
能

の
印
可

で
あ

っ
た
こ
と
に
相
違
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
宝
生
が
祖
能
に
参
じ
て
い
る
の
を

「勘
弁
」
か
ら
拾
う
と
、
貞
治
六
年

(
一
三
六
七
)
吉
祥

寺
、
応
安
六
年

(
一
三
七
三
)
建
長
寺
と
年
時
不
詳
の
常
陸
榜
厳
寺

・
上
野
宝
林
寺
で
の
都
合
五
回
の
問
答
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
う
ち
貞
治
六
年
の
吉
祥
寺
で
の
問
答
は
良
い
と
し
て
も
、
応
安
六
年
の
建
長
寺
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
祖
能

の
入
院
が
も

っ
と

後
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
建
長
寺
で
の
問
答
と
さ
れ
る
も
の
を

「勘
弁
」
か
ら
紹
介
す
る
と
、

拙
云
、
祢
不
信
老
僧
語
耶
、
師
云
、
昔
日
信
和
尚
、
近
世
不
信
和
尚
、
拙
云
、
祢
有
三
十
棒
分
、
師
呵
呵
大
笑
、
拙
云
、
祢
去
、
莫

入
此
室
、
師

一
喝
云
、
招
不
来
推
不
去
、
払
袖
而
去
、

と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。
様

々
な
問
答
商
量
の
末
、

「勘
弁
」
は
こ
の
記
事
を
最
末
尾
に
付
け
て
い
る
。
建
長
寺
と
さ
れ
る
こ
の
問
答
が

両
者

の
最
後
の
会
見
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
喧
嘩
別
れ
の
よ
う
に
さ
え
映
る
中
で
、
祖
能

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ま
で
の
度
量
の

大
き
さ
と
、
宝
生

の
自
適
の
心
境
が
に
じ
み
で
て
、
心
を
う
つ
。

そ

の
後
、
宝
生
は
多
く
の
禅
僧
と
交
流
を
も
ち
、
康
応
元
年

(
一
三
八
九
)
祖
能
の
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
は
じ
め
て
嗣
法
を
表
明
し
た
。

師
の
遺
戒
を
守

っ
た
。
そ
れ
も
、
祖
能
の
遺
弟
か
ら
信
衣
を
贈
ら
れ
て
相
承
す
る
と
い
う
異
例
の
も
の
で
あ

っ
た
。
時
に
宝
生
は
四
十
七
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歳
。
以
降
、
武
蔵
円
福

・
上
野
泉
龍

・
越
後
大
義
な
ど
の
諸
寺
院
を
中
心
に
学
人
を
接
得
し
、
応
永
二
十

一
年

(
一
四
一
四
)、
七
十
二
歳

に
円
福
寺
で
示
寂
し
た
。
い
ま
、
以
上
に
紹
介
で
き
な
か

っ
た
彼
に
関
係
し
た
僧
侶
を
左
に
示
す
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
解
説

で
き
な

い
が
、
宝
生
は
幻
住
派
と
称
さ
れ
る
が
、
後
世
大
発
展
を
遂
げ
、
叢
林
に
さ
え
浸
透
し
た
遠
渓
祖
雄
の

一
派
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係

を
も
た
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
師
の
祖
能
の
よ
う
に
叢
林
に
入
院
す
る
こ
と
も
な
く
、
交
流
を
も

っ
た
の
は
、
大
応
や
曹
洞

の
よ
う
な

林
下
の
流
派
で
あ
り
、
叢
林
の
系
譜
に
連
な

っ
て
も
在
野
性
の
強
い
僧
侶
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
室
町
時
代
の
最
も
安
定
し
た
時
代
を

文
字
通
り
雲
水
と
し
て
生
涯
を
全
う
し
た
宝
生
の
下
に
は
多
く
の
学
人
が
集
ま
り
、
や
が
て
こ
の
派
は
白
崖
派
と
称
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

禅
宗
略
系
譜

([
H
H
口
は
宝
生
と
交
流
の
あ
っ
た
僧
)

(曹
洞
宗
)

永
平
道
元
1
0
1
0
1
螢
山
紹
瑳

峨
山
紹
碩

慮
幻
寂
團

(法
燈
派
)

無
門
慧
開

無
本
覚
心

孤
峰
覚
明

一抜
隊
得
圃

密
庵
威
傑

松
源
崇
嶽
i

i
O
!
O
I
古
林
清
茂

無
明
慧
性

(大
応
派
)

(大
覚
派
)

蘭
漢
道
隆

⊥
漢
雲
至
口

i
O
ー
○
ー
南
浦
紹
明

一月
堂
宗
規
一

ー
高
山
慈
照

約
翁
徳
倹

⊥
古
剣
智
圃

ー
峰
翁
祖

一

(仏
光
派
)

無
学
祖
元

一大
歓
勇
健

癩
室
元
光
一

f
破
庵
祖
先
-

無
準
師
範

(雪
岩
派
)

1
雪
岩
祖
欽

霊
山
道
隠

(幻
住
派
)

ー
○
ー
中
峰
明
本

「大
贔
全
圏
i

鳳
庵
宗
光
「

宵同峰
顕
日

「
轄

師

一石
屏
子
介
一

千
岩
元
長

一大
拙
祖
能
【

ー
遠
漢
祖
雄
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三

宝
生
の
禅
と
学
問

上
述

の
よ
う
な
経
歴
を
も

つ
宝
生
の
禅
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
学
問
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
禅
僧
と
し
て
の
人
と
な
り
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

い
わ
ゆ
る

『
禅
宗
無
門
関
』
は
、
宋
僧
無
門
慧
開
の
示
し
た
四
十
八
則
の
公
案
集
で
あ
る
。
そ
の
公
案

の
各
々
に
宝
生
が
下
語
を
示
し

た
も

の
が
上
野
泉
龍
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
彼
の
修
学
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の

『
無

門
関
』
に
つ
い
て

「行
状
記
」
に
は
、

嘗
徒
遊
之
辞
去
者
、
臨
行
云
、
吾
執
侍
幾
年
、
無
門
四
十
八
則
機
縁
、
望
師
下
語
久
　
、
因
絢
絨
黙
不
能
無
憾
子
今
也
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
生

の
下
に
遊
学
し
た
者
が
別
れ
の
と
き
に
言
う
に
は
、
何
年
か
随
侍
し
て

『無
門
関
』
の
下
語
が
欲
し
か

っ
た
が
、

宝
生
は
た
だ
黙

っ
て
い
る
ぼ
か
り
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
口
惜
し
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
宝
生
は

「も
し
こ
れ
を
欲
さ
ば
、
何

ぞ
難
し
き
こ
と
あ
ら
ん
、
汝
ぢ
試
み
に
取
り
に
来
れ
」
と
言
い
、
彼
か
ら
公
案
を
受
け
取
る
と
、
す
ぐ
に
下
語
を
書
い
て
渡
し
た
と
い
う
。

い
ま
、
残
る
も
の
は
恐
ら
く
そ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
無
門
関
』
は
、
慧
開
の
弟
子
宗
紹
が
紹
定
元
年

(
一
二
二

九
)
に
編
集
発
行
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は
無
本
覚
心
が
建
長
元
年

(
一
二
四
九
)
に
入
宋
し
、
直
接
慧
開
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、

建
長
六
年

(
=
蓋

四
)
帰
朝
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
三
七
年
後
の
正
応
四
年

(
一
二
九

一
)
に
五
山
版
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
の
が
、
わ
が
国
で
は
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
公
案
集
が
注
目
さ
れ
だ
し
た
の
は
そ
の
当
時
よ
り
も
近
世

に
至

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
宝
生
が
こ
れ
を
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
知

っ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
彼
自
身
は
祖
能

の
法
嗣

と
は
い
え
、
前
述
の
通
り
、
い
わ
ゆ
る
法
燈
派
の
僧
と
の
交
流
が
深
か

っ
た
の
だ
か
ら
、
慧
開
の
撰
し
た
、
い
わ
ば
古
典
と
も
い
う
べ
き

公
案

は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
知
悉
し
、
座
右
に
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
、
右
の
例
の
よ
う
に
そ
の
下
語
を
求
め
て
彼

の
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門
を
敲
く
学
人
が
い
た
こ
と
が
そ
れ
を
証
明
す
る
。
さ
て
、
と
こ
ろ
が
寺
蔵
の

『無
門
関
』
に
は
公
案
も
評
唱
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
宝

生
の
下
語
の
み

一
瞥
し
た
が
、
禅
宗
に

「無
門
漢
」
の
私
に
は
そ
の
内
容
ま
で
立
ち
至
る
能
力
が
な
い
。
そ
こ
で
、
気
づ
い
た
こ
と
の
い

く
ら
か
を
左
に
示
し
、
彼

の
学
問
を
垣
間
見
て
み
た
い
。

そ

の
第

一
は
、

彼
の
下
語
に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
献
が
、
『
碧
巌
録
』
に
見
い
だ
し
得
る
こ
と
で
あ

る
。

以
下
に
そ

の
例
証
を
示
す
。

1234567

無
門
関
標
題

趙
州
洗
鉢

宝

生

下

語

前
箭
猶
軽
後
箭
深

奨
仲
造
車

満

口
含
霜
、

巌
喚
主
人

三
尺
杖

子
撹
黄
河
、

鐘
声
七
條

三
座
説
法

情
女
離
魂

耀
倒
浄
瓶

通
身
無
影
像

、

魚

行
水
濁

、
鳥
飛
毛
落
、

牛
頭
没
、
馬
頭

回
、

大
用
現
前
、
不
存
軌

則
、

碧

巌

録

典

拠

前
箭
猶
軽
後
箭
深
、
只
這
箇
多
少
人
模
索

不
著

、
(
二
九
)

満

口
含
霜
、
道
什
慶

、

(
二
)

団

々
珠
逡

玉
珊
瑚
、

三
尺
杖
子
撹
黄
河
、
須
是
碧
眼
僧
始
得
、

(
三
三
)

如
何
是
般
若
躰
、
通
身
無
影
像
、

(九
〇
)

林

云
、
坐

久
成
労
、
魚
行
水
濁
、
鳥
飛
毛
落
、
(
一
七
)

牛
頭
没

、
馬
頭

回
、
亦
未
為
奇
特
、

(四
九
)

大
用
現

前
、
不
存
軌
則
、

且
図
知
有
向
上
、

(
三
)

『
碧
巌
録
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
雲
門
宗
中
興

の
祖
と
い
わ
れ
た
雪
寳
重
顕
が
、
歴
代
禅
僧
の
語
録

の
中
か
ら

百
則
を
撰
し
て
碩

を
加

え
た
も
の
で
、
後
世
園
悟
克
勤
が
垂
示

・
著
語
を
付
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
の
五
山
版
は
中
国
の
大
徳
四
年

(
=
二
〇
〇
)
の
も
の
を

底
本

と
し
た
も
の
が
古
い
と
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
当
然
、
宝
生
も
こ
れ
を
読
む
機
会
は
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
に
ふ
れ

る
と
、
1
は
、
趙

州
従
誌
が
日
常
生
活
に
こ
そ
禅
が
あ
る
と
し
た
公
案
で
、
宝
生
は
師
家
の
指
導
の
適
切
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
2
は
、
五
体
分
離
し
た
ら

ど
う
な
る
か
と
い
う
開
福
道
寧

の
嗣
月
庵

の
公
案
で
、
宝
生
は
言
葉
不
能
と
下
語
す
る
。
3
は
、
瑞
巌
師
彦

の
自
戒
行
為
か
ら
人
間
の
本
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性
を
求
め
た
公
案
で
、
意
あ
ま

っ
て
本
質
に
及
ば
ぬ
様
を
述
べ
る
。
4
は
、
雲
門
文
優
が
生
活
の
惰
性
を
戒
め
た
も

の
で
、
般
若

の
本
質

に
せ
ま
れ
と
下
語
す
る
。
5
は
、
仰
山
慧
寂

の
夢
の
説
法
で
仏
教
の
本
質
を
ど
う
説
く
か
と
い
う
公
案
。
宝
生
は
も

の
を
言
い
、
考
え
れ

ぼ
真

か
ら
遠
ざ
か
る
と
下
語
。
6
は
、
元
代
の
雑
劇
か
ら
魂
と
実
体
の
根
源
に
つ
い
て
問
う
。
宝
生
は
身

・
魂
自
在

、
無
分
別
と
説
く
。

7
は
、
百
丈
懐
海
と
弟
子
の
濾
山
霊
祐

の
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
行
為
に
参
究
す
る
公
案
で
、
無
作
為

の
働
き
こ
そ
大
事
と
下
語
す
る
。

以
上

、
見
識
の
な
い
ま
ま
述
べ
た
が
、
要
は
宝
生

の
下
語
が

『碧
巌
録
』
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
。

次

に
、
『景
徳
伝
燈
録
』
に
典
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

12

無
門
関
標
題

倶
眠
竪
指

非
風
非
幡

宝

生

下

語

霊

々
不
昧
、

了

々
常
知
、

伝

燈

録

典

拠

一
了
々
常
知
韓

不
畏

(三
)

人
無
心
合
道
、
道
無
心
合
人
、

「
道
無
心
合
へ

人
無
心
合
導

欲
書

憲

一
老

一
不
老

、

(
二
九

)

3

達
磨
安
心

一
説
似
舜

即
不
実

一
祖
(慧
能
)
日
、
什
霧

盤

悉

懐
譲
)
日
、
説
似

舜

即
不
史

(五
)

『
景
徳
伝
燈
録
』
は
、
貞
和
四
年

(
一
三
四
八
)
に
五
山
版
が
あ
り
、
宋
版
な
ど
も
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
宝
生
が
こ
れ
に
目
を
通
す

機
会

は
あ

っ
た
筈
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「他
是
阿
誰
」
に
対
す
る
宝
生

の
下
語

「自
救
不
了
」
は

『
臨
済
録
』
(元
応

二
年

〈
一
三
二
〇
〉

五
山
版
)
の

「如
何
是
西
来
意
、
師
云
、
若
有
意
、
自
救
不
了
、」
に
求
め
ら
れ
る
し
、
『
宝
鏡
三
昧
歌
』
(永
仁
三
年

〈
一
二
九
五
〉
五
山
版
)

な
ど

に
求
め
ら
れ
る
文
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
ご
と
き
推
測
は
、
文
例
を
そ
こ
に
見
い
だ
し
た
だ
け
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
引
用

し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
例
え
引
用
し
た
と
し
て
も
、
公
案
の
そ
れ
ぞ
れ
に
下
語
と
し
て
示
し
た
の
は
宝
生
の
学
識
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
彼
が
当
時
入
手
で
き
る
語
録
や
公
案
集
を
く
ま
な
く
渉
猟
し
、
そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し

て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
評
価
は
、
す
で
に
わ
た
し
の
技
量
を
越
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
但
馬
黒
川
の

大
明
寺
月
庵
宗
光
は
、
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一
読
撫
几
云
、
不
意
今
日
見
臨
済
、
煩
赫
箇
孫
夷
、

と
評
し
て
い
る

(「行
状
記
」)。

}
読
し
机
を
撫
で
て
、
い
ま
図
ら
ず
も
臨
済
義
玄
に
会

っ
て
い
る
気
が
し
た
と
い
う
。
宝
生
の
所
証
と
学

識
に
対
す
る
最
大
級
の
評
価
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
右
の
よ
う
な
宝
生
の
禅
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
の
か
。
そ
の
人
と
な
り
内
面
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。
宝
生
の
心
境
の
変
遷
を
的
確
に
示
し
て
い
る
の
が
、
時

々
に
記
さ
れ
た
偶
頒
で
あ
る
。
日
光
投
機
の
頒
は
先
に
述
べ
た
。

こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
頒
に
、

万
岳
千
山
難
及
処

閣
梨
寒
殺
露
堂
々

満
天
白
雪
普
賢
境

只
此
孤
峯
騎
象
王

と
あ
る
。

「孤
峯
不
白
」
と
題
さ
れ
た
こ
れ
も
、
「日
光
投
機
」
と
同
様
に
山
中
苦
行
の
情
景
を
う
た
い
、
白
雪
に
埋
も
れ
る
孤
峯

(実
は

宝
生
自
身
)
を
白
象
に
乗
る
普
賢
菩
薩
に
形
容
し
て
い
る
。

厳
し
い
環
境
の
中
に
身
を
お
い
て
、
自
分
を
普
賢
菩
薩
と
等
同
に
見
る
三
〇

歳
余
の
宝
生
の
心
境
が
発
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る

「自
賛
」
が
二
首
あ
る
。

刹
界
三
千
心
印
中

直
開
闊
則
玉
玲
瀧

通
身
眼
目
分
明
処

宗
旨
家
風
独
脱
翁

仏
法
元
来
無
奇
特

四
時

一
路
鑑
機
前

西
天
庵
主
麗
曇
老

東
土
白
崖
宗
旨
禅

大
宇
宙

を
つ
ら

ぬ
く
仏
祖
釈
迦
以
来

の
心
印
は
、
そ
れ
を
直
に
開
悟
す
れ
ば
、
玉
の
よ
う
に
あ
ざ
や
か
で
、
自
身
の
テ

ー
マ
も
明
快
だ
、

と
い
う
前
者
。
仏
法
は
特
別

の
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ
で
も

一
途
に
も
の
ご
と
の
兆
し
の
先
を
見
る
こ
と
だ
、
と
い
う
後
者
。
そ
し
て
共

に
そ
れ
を
宗
旨
と
し
た
自
分
を
賛
え
て
結
ん
で
い
る
。
禅
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
そ
れ
を
開
悟
し
た
自
身
を
釈
迦
と
等
し
く
扱
う
。
満

々
た

る
自
信
に
法
る
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
宝
生
が
、
そ
の
徳
を
称
賛
し
て
い
る
偏
が
四
首
あ
る
。

そ
の

一
は
寒
山
拾
得
で
あ
り
、
そ
の
二
は
丹
波

大
聖
寺

(い
ま
廃

寺
)
開

山
の
法
山

(士
性
か
)
で
あ
り
、
そ
し
て
残
り
の
二
首
は
唐
朝
禅
青
原
下
の
高
僧
徳
山
宣
鑑
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
寒
山
拾
得
は
、

両
者

の
伝
説
を
称
え
た
も
の
で
あ
り
、
大
聖
寺
法
山
に
つ
い
て
は
詳
伝
が
な
い
。
こ
こ
で
は
宣
鑑
に
対
す
る
二
首
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
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「徳
山
托
鉢
」
と
題
す
る
そ
れ
は
、

為
騨
為
馬
風
流
外

超
仏
慈
悲
在
徳
山

同
死
同
生
徹
悟
後

巌
頭
密
旨
露
師
頑

と
あ
る
。

宣
鑑
は
龍
潭
崇
信
の
弟
子
、
巌
頭
全
議
は
崇
信
の
弟
子
だ
が
後
に
宣
鑑
に
つ
く
。

「徳
山
托
鉢
」
は

『
無
門
関
』
に
も
あ
る
有

名
な
宣
鑑
の
学
人
指
導
に
つ
い
て
の
故
事
で
あ
る
。
宣
鑑
の
弟
子
雪
峰
義
存
が
師
の
托
鉢

(鉢
を
持
っ
て
入
堂
す
る
日
常
の
生
活
)
に
疑
問
を

な
げ
か
け
る
が
師
は
答
え
な
い
。
そ
れ
で
兄
弟
子
全
叢
に
問
う
と
彼
は

「師
の
宣
鑑
に
禅

の
究
極
な
ど
わ
か

っ
て
い
る
か
」
と
口
を
す
べ

ら
す
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
宣
鑑
は
彼
を
呼
び

「汝
不
肯
老
僧
耶
」
と
問
う
。
こ
れ
を
聞
き
全
畿
は

「密
啓
其
意
」
と

い
う
。
日
常
生
活

そ

の
も
の
に
禅
の
究
極
が
存
す
る
こ
と
で
あ
り
、
全
磯
に
対
す
る
宣
鑑
の

一
言
は
全
く
の
親
切
で
あ
る
。
そ
の
宣
鑑

の
人
物
の
大
き
さ
と

学
人

へ
の
心
く
ば
り
を

「仏
に
超
え
る
慈
悲
徳
山
に
あ
り
」
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。
宝
生
は
、
こ
の
宣
鑑

の
師
と
し

て

「頑
」
で
あ
る

こ
と
を
、
こ
と
さ
ら
同
感
し
、
敬
愛
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宣
鑑
が
在
世
中
に
唐
皇
帝
の
武
宗
会
昌
の
破
仏
迫
害
に
遭
遇
し
、
独
浮
山
の

石
室
に
籠
も

っ
て
な
お
修
行
を
重
ね
た
経
歴
と
、
宝
生
自
身
の
日
光
岩
窟
修
行
の
日
々
が
重
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

「日
光
御
影
自
賛
」

に
お

い
て
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

捨
孤
身
命
望
同
死

昔
日
徳
山
今
日
心

山
上
家
風
徹
消
息

古
今
眼
目
契
知
音

命
懸
け
の
修
行
に
昔
日
の
宣
鑑
を
し
の
ぶ
。
こ
こ
に
彼
我
と
も
に
命
懸
け
で
禅
を
求
め
た
こ
と
に
深
い
共
感
が
あ
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
が

宝
生

の
生
涯
に
わ
た
る
指
針
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
前
節
で
ふ
れ
た
祖
能
に
所
証
を
述
べ
な
か

っ
た
の
は
、
厳
し
い

禅

に
あ

っ
て
は

「消
息
を
徹
す
る
」
こ
と
さ
え
あ
る
の
を
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
無
門
関
』
の
下
語
を

弟
子
が
求
め
て
、

「因
循
紙
黙
」
で
あ

っ
た
の
も
、
宣
鑑
の
師
と
し
て

「頑
」
な
態
度
を
敬
愛
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、

こ
の
宝
生

の

態
度

は
、
当
時
の
叢
林

の
風
月
を
愛
で
、
詩
文
を
弄
び
、
も

っ
ぱ
ら
僧
階
昇
進

の
た
め
に
典
籍
を
渉
猟
し
て
い
た
僧
や
、
伝
法
に
名
を
借

り
て
密
参

口
訣
に
よ
る
印
可
を
求
め
て
い
た
僧
に
対
す
る
警
鐘
の
よ
う
に
映
る
。
少
な
く
と
も
、
宝
生

の
求
め
て
や
ま
な
か

っ
た
も
の
こ

そ
が
禅
の
本
質
で
あ

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
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そ

の
よ
う
な
経
歴
と
心
証

の
形
成
を
経
て
、
宝
生
は
円
熟

の
晩
年
を
迎
え
る
。
「自
賛
」
に
、

(坐
)

(柱
杖
)

一
座
工
夫
多
劫
情

塵

々
三
昧
裡
無
限

莫
言
大
悟
発
明
心

主
丈
頭
辺
開
正
眼

と
あ

る
。
坐
禅
の
心
境
を
述
べ
た
後
で
、
随
分
と
押
さ
え
た
と
こ
ろ
か
ら
日
常

の
真
実
に
直
結
す
る
思
い
を
吐
露
し
て
い
る
。
道
元
の
言

う

「拮
挫
杖
は
説
心
説
性
な
り
」

(『
眼
蔵
』)
に
通
ず
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
晩
年
に
近
づ
く
と
、

名
月
清
風

別
有
面
目

叉
手
当
胸

端
坐
曲
録

と
い
う

「自
賛
」
と
な
る
。
名
月
清
風
に
根
本
義
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
明
珠
を
眼
晴
、
面
目
と
し
た
道
元
の
言

(『
眼
蔵
』

一
穎
明
珠
)
に

通
ず
る
が
、

そ
こ
に
は
自
身
を
傭
瞼
す
る
よ
う
な
境
地
が
滲
み
で
て
い
る
。

晩
年
の
作
成
年
時
の
わ
か
る
二
首

の
内
、

六
十
三
歳
春
の

「自
賛
」
で
は
、

囎
月
遊
花
徒
入
廓

無
知
無
徳
楽
孤
禅

自
然
白
髪
心
身
老

毫

々
擬
頑
漸
幾
年

移
ろ
い
行
く
こ
の
世
で
、
己
れ
の
禅
を
楽
し
み
な
が
ら
、
老
い
行
く
身
を
漸
ず
か
し
く
思
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
孤
禅
と
療
頑
は

若
い
こ
ろ
の
宝
生
と
少
し
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
そ
う
し
て
い
る
自
身
を
楽
し
み
、
漸
じ
て
い
る
の
は
年
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
壁
の
深

さ
に
人
間
宝
生

の
孤
高
の
姿
を
み
る
。
そ
し
て
示
寂
の
前
年
に
は
、

名
残
何
事
只
堪
葱

行
脚
小
師
走
北
南

掛
壁
上
人
々
得
笑

山
中
独
坐
囎
松
風

と
自
分

の
過
去
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ

「山
中
に
独
坐
し
て
松
風
に
囎
く
」
ご
と
き
は
、
ま

っ
た
く
自
然
と
同
化
し
て
し
ま
う
。

宝
生

の
偶
頒
に
ふ
れ
て
気
づ
く
の
は
、
「孤
禅
」
で
あ
り
、

そ
の
行
為
は

「頑
」
で
あ
る
。

そ
の
基
調
は
日
光
修
行
に
発
し
、
遠
く
は

徳
山
宣
鑑
の
故
事
を
慕
う
。
そ
こ
に
は
青
年

の
こ
ろ
の
至

一
も
元
光
も
嗣
法
の
師
祖
能
も
念
頭
に
な
い
厳
し
さ
が
伴
う
。
実
際
、
彼
ら
諸

師

へ
の
賛
は
な
い
。
当
時

の
叢
林

の
様
子
は
と
も
か
く
、
そ
こ
に
宝
生
の
禅
の
真
骨
頂
が
存
す
る
。
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康
応
元
年

(
一
三
八
九
)
祖
能
の
嗣
法
を
表
明
す
る
ま
で
、

宝
生
は
二
章
で
述
べ
た
宗
匠
に
参
叩
し
、

全
国
を
行
脚
し
て
い
る
。
「行
状

記
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
寺
院
は
満
願
寺

(福
島
県
)
・
樗
厳
寺

(茨
城
県
)
・
妙
雲
寺

(栃
木
県
)
・
高
麗
寺

(神
奈
川
県
)
・
積
翠
寺

(滋
賀

県
)
・
総
持
寺

(石
川
県
)
・
大
聖
寺

(京
都
府
)
・
大
雄
寺

(大
阪
府
)
・
恵
日
寺

(兵
庫
県
)
・
宗
昌
寺

(愛
媛
県
)
・
香
積
寺

(山
口
県
)
.
正
伝

寺

(福
岡
県
)
な
ど
に
及
び
、
三
重

・
長
野

・
埼
玉

・
群
馬
な
ど
の
旅
先
で
も
多
く
の
僧
と
切
磋
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
五
十
五
人
を
越
え

る
と
い
う
。そ
の
よ
う
な
宝
生
が
住
職
と
し
て
入
院
し
、
後
世
ま
で
そ
の
法
燈
が
継
承
さ
れ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
上
野
泉
龍
寺

.

武
蔵
円
福
寺
で
あ
り
、
越
後
関
興
庵
で
あ

っ
た
。
最
後
に
、
宝
生
に
ゆ
か
り
の
こ
れ
ら
寺
院
の
歴
史
を
紹
介
し
、
白
崖
派
の
後
世

へ
の
展

開
を
考
え
て
み
た
い
。

泉
龍
寺

創
建
に
つ
い
て
は
寺
蔵

の

『由
緒
書
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
纏
め
る
と
次

の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

①

泉
龍
寺
は
、
応
永
元
年

(
一
三
九
四
)
の
草
創
で

「其
節
は
柴
崎
山
玉
泉
寺
」
と
称
す
る
真
言
宗
の
寺
院
だ

っ
た
。

②

開
山
は
白
崖
宝
生
で
、
大
拙
祖
能
の
法
を
嗣
ぎ
応
永
二
十
年

(二
十
一
年

企

四
一
四
〉
の
誤
1
「行
状
記
」1
)
に
示
寂
し
、

同
三
十

三
年

(
一
四
二
六
)
九
月
七
日

(六
月
九
日
の
誤
1
「勅
号
案
」ー
)
に
識
号
を
賜

っ
た
。

③

八
二
世
天
南
伝
龍

(承
応
二
年

全

六
五
三
〉
寂
)
の
代
に
朱
印
を
賜

っ
た
。
八
五
世

一
陽
梵
嶺
の
貞
享
年
中

(
一
六
八
四
～
)
「是
迄

は
独
立
無
本
寺
」
だ

っ
た
の
だ
が
、
朱
印
の
書
き
換
え
に
あ
た
り
無
本
寺
で
は
公
儀
の
取
り
次
ぎ
が
で
き
な
い
と

い
う
の
で
、
は
じ

め
て
円
覚
寺
の

「附
庸
」
と
な

っ
た
。

④

開
基
は
大
江
広
元
五
代

の
孫
の
那
波
宗
元
で
、
応
永
十
五
年

(
一
四
〇
八
)
に
没
し
た
。
そ
れ
以
来
、
彼
の
法
号
泉
龍
寺
殿
秀
峰
宗

公
居
士
を
と

っ
て
万
松
山
泉
龍
寺
と
改
め
た
。
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こ
れ
ら

の
説
の
検
討
は
か
ね
て
考
証
し
た
通
璽

概
ね
に
お
い
て
首
肯
で
き
る
・
泉
龍
寺
に
お
け
喬

題
は
・
諸
国
を
行
脚
し
て
い
た
河

内
国
出
身
の
宝
生
が
応
永
元
年
と
い
う
比
較
的
早
い
時
期
に
、
な
ぜ
こ
の
寺

の
住
持
と
な

っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
開

基
は
那
波
宗
広
で
あ
る
。

そ
の
系
図
は

「政
広

政
茂

頼
広
-

宗
広
」
(『尊
卑
分
脈
』
『系
図
纂
要
』)
と
続
く
大
江
姓
那
波
氏
の

嫡
流
に
あ
た
る
。
宗
広
の
曾
祖
父
政
広
は
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
官
僚
大
江
広
元
の
子
で
、
当
時
こ
の
地
域
に
盤
鋸
し
た
藤
姓
那
波
氏
の

養
子
に
な

っ
た
と
い
う
。
宗
広
は
鎌
倉
-
南
北
朝

の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
叔
父
の
良
海
に
助
け
ら
れ
那
波
の
地
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
良
海
は
、
中
世
関
東
に
勢
力
の
あ

っ
た
真
言
宗
本
寺

の
下
野
足
利
の
小
俣
鶏
足
寺
に
伝
わ
る

『世
代
血
脈
』
に
も
記
載
さ
れ
、
こ
の

地
域
に
真
言
宗

の
寺
院
を
開
い
た
僧
で
あ
る
。
良
海
の
師
の
同
寺
二
七
世
尊
慶
は

「厭
人
中
煩
交
、
観
念
坐
禅
為
業
」
と
あ
り
、
兼
学
の

僧
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
尊
慶

の
弟
子
の
慶
秀
が
上
野
の

「北
野
寺
開
山
」
と
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の

北
野
寺

は
、
先
に
述
べ
た
宝
生
の
初
め
て
の
師
至

一
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ

っ
た
政
僧
頼
印
が
別
当
を
し
て
い
た
寺
院
で
あ
る
。
長
く
高

野
山
で
修
行
を
し
て
い
た
慶
秀
を
北
野
寺
に
入
れ
た
の
が
頼
印
で
あ
る
な
ら
ば
、
泉
龍
寺
の
前
身
と
さ
れ
る
玉
泉
寺
も
元
は
真
言
宗
の
寺

院
で
あ
り
、
頼
印
が
寂
す
明
徳
三
年

(
=
二
九
二
)
こ
ろ
ま
で
真
言
系
の
僧
の
住
す
る
寺
院
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
至

一
の
弟
子
で

あ
る
宝
生
が
、
そ
の
縁
で
応
永
元
年

(
=
ご
九
四
)
、
玉
泉
寺
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宝
生
が
何

の
縁
も
な
く
、
真
言
系
の
寺
院
の
多
い

こ
の
地
域
に
入
れ
た
の
は
、
頼
印
-
至

一
、
宗
広
ー
良
海
な
ど

の
関
係
を
無
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
宗
広
は
、
そ
の
よ
う
な

縁
で
宝
生
を
招
き
、
応
永
十
五
年

(
一
四
〇
八
)
宗
広
が
死
ん
で
、
そ
の
法
号
を
と

っ
て
泉
龍
寺
と
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
世
に
お

け
る
泉
龍
寺

の
末
寺
は
次
の

一
二
か
寺
で
あ

っ
た
。

寺
院
名

所

在

地

現

在

の

地

名

開

山

僧

と

位

階

開

山

僧

の

示

寂

年

時

長 安 玉

井 楽 洞

寺 寺 院

武
蔵
妻
沼

欝

武
蔵
西
別
府

武
蔵
弥
藤
五

大
里
郡
妻
沼
町

熊
谷
市
西
別
府

大
里
郡
妻
沼
町

泉
龍
寺
前
堂
養
岩
宗
育

泉
龍
寺
前
堂
繋
室
玄
茂

泉
龍
寺
前
堂
龍
覚

芸

文
明
九
年

(
一
四
七
七
)

二
世
玄
蛮
が
寛
永

一
七
年

(
一
六
四
〇
)

三
世
芳
全
が
貞
享
元
年

(
一
六
入
四
)
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円 東 浄 真 来 大 善 普 大

福 光 真 光 福 正 昌 済 光

寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺

武
蔵
勅
使
河
原

上
野
乗
付

上
野
力
丸

上
野
那
波

上
野
那
波

上
野
北
今
井

上
野
鹿
田

上
野
富
塚

同

児
玉
郡
上
里
町

高
崎
市
乗
付
町

前
橋
市
力
丸
町

伊
勢
崎
市
大
正
寺
町

伊
勢
崎
市
柴
町

伊
勢
崎
市
今
井
町

新
田
郡
笠
懸
町

伊
勢
崎
市
富
塚
町

同

泉
龍
寺
開
山
白
崖
宝
生

一
山

一
寧

泉
龍
寺
四
七
世
実
庵
玄
参

泉
龍
寺
前
堂
玉
法

経

泉
龍
寺
七
世
不
蔵
青
単

泉
龍
寺

一
五
世
南
巌
天
陽

泉
龍
寺
前
堂
家
籠
健
作

泉
龍
寺
前
堂
三
翁
正
休

実
庵
祖
真

応
永

二

一
年

(
一
四

一
四
)

中
興
清
安

が
慶

長

一
四
年

(
一
六
〇
九
)

四
世
長
悦

が
慶
安

三
年

(
一
六
五
〇
)

中
興
伝
龍

が
承
応

二
年

(
一
六
五
三
)

享
徳

二
年

(
一
四
五
三
)

寛
永

一
二
年

(
一
六
三
五
)

四
世
儀
悦
が
延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)

開
基
が
那
波
宗
広

の
子
教

元

こ
れ
は
、
「旧
記
案
紙
」
と
題
し
、
同
寺
が
享
保
七
年

(
一
七
二
一一)
に
幕
府
に
提
出
し
た
本
末
帳
の
控
え
で
あ
ろ
う
。

他
に
境
内
塔
頭
が

七
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
す
で
に
三
か
寺
だ
け
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
が

多
く
、
宝
生
の
建
立
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
は

一
か
寺
し
か
な
い
。
ま
た
武
蔵
の
寺
院
は
、
秩
父
円
福
寺
と
の
交
通
路
付
近
に
展
開
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
貞
享
元
年

(
一
六
八
四
)、
幕
府
は
全
国
寺
社
の
旧
発
布
の
朱
印
の
書
き
換
え
を
命
じ
た
。
八
五
世
梵
嶺

も
江
戸
に
上

っ
た

が
、
寺
社
奉
行
か
ら

「無
本
寺

二
而
者
、
着
帳
不
罷
成
」
と
言
わ
れ
、
宝
生
の
師
僧
の
祖
能
と
の
縁
を
た
ど

っ
て
よ
う
や
く
円
覚
寺

の

「附
庸
」
と
な
る
こ
と
で
許
さ
れ
た

(『金
地
院
記
録
』
六
)。
「附
庸
」
と
は
、
幕
府
が
臨
済
系
寺
院
の
本
寺
を
五
山
格
寺
院
の
み
に
認
め
、

十
刹
以
下
を
そ
れ
ま
で
の
末
寺
と
区
別
す
る
た
め
に
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
泉
龍
寺
は
宝
生
の
開
山
し
た
最
も
由
緒
あ

る
寺
院
で
あ
り
、

林
下

の
寺
院

(独
立
無
本
寺
)
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
よ
う
な
小
さ
な
宗
団
は
幕
府

の
政
策
か
ら
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
し

て
、
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
の

『寺
院
本
末
帳
』
に
は
、
円
覚
寺
の

「末
寺
」
と
な

っ
て
し
ま
い
、
幕
府
行
政
に
完
全

に
組
み
込
ま
れ
て

し
ま

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

円
福
寺

秩
父
の
円
福
寺
は
、
応
永
八
年

(
一
四
〇

一
)
に
宝
生
が
開
山
と
な

っ
て
い
る
。
開
基
は
熊
谷
直
俊
と
い
う
。
宝
生
が
、
ど
の

よ
う
な
縁
で
こ
の
寺
を
開
い
た
の
か
明
確
で
は
な
い
。
直
俊
は
地
元
に
盤
鋸
し
た
武
蔵
七
党
の
日
奉
氏
の
末
畜
で
田
村
郷
の
住
人
だ

っ
た
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と
ざ
れ
る
。
円
福
寺
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
世
の
南
巌
天
陽
で
泉
龍
寺

一
五
世

(真
光
寺
開
山
)
で
あ
り
、
宝
生
の
直
弟
子
で
あ

ウ
た
。

あ
る
い
は
、
円
福
寺
は
天
陽
の
故
地
で
、
宝
生
は
名
目
開
山
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
三
世
の
竹
印
昌
厳
も
泉
龍
寺
二
二
世
で
あ

っ
て
、
初
期
に
お
け
る
両
寺
の
交
流
が
伺
い
知
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
世
末
期
に
な
る
と
両
寺

の
交
流
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
明
暦
二

年

(
一
六
五
六
)
次
の
よ
う
な
寺
社
奉
行
に
宛
て
た
と
み
ら
れ
る
入
院
継
目
に
つ
い
て
の
文
書
写

(同
寺
蔵
)
が
あ
る
。

乍
恐
以
返
答
書
申
上
候
、

(中
略
)

一
泉
龍
寺

・
円
福
寺
旧
記
之
儀
、
泉
龍
寺
江
入
院
仕
候
得
者
、
円
福
寺
江
為
継
目
被
参
候
、
其
後
従
円
福
寺
入
院
之
為
祝
儀
参
候
、

亦
円
福
寺
江
入
院
仕
候
得
者
、
泉
龍
寺
江
継
目
之
礼
参
候
、
旧
記
如
是
相
定
候
処
ヲ
、
当
住
旧
記
背
、
拙
僧

二
先
参
候
様

二
と
及

両
度
使
僧
給
候
得
共
、
開
山
以
来
之
旧
記
為
私
破
事
難
成
候
付
而
、
以
使
僧
如
旧
記
被
成
給
候
様

二
と
申
候
得

ハ
、
殊

二

御
公

儀
迄
被
仰
上
、
返
而
迷
惑
仕
候
、
右
条
条
被
入
御
披
見
、
如
先
例
被
仰
付
処
存
候
、

明
暦
二
年

丙
申
極
月
七
日

武
州
秩
父
郡

円
福
寺

印

円
福
寺

は
、
天
正

一
九
年

(
一
五
九

一
)
徳
川
家
康

の
朱
印
三
石
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
く
最
も
古
い
こ
の
文
書
は
、
住
持
の

に

交
替

に
あ
た

っ
て
、
円
福
寺
は
泉
龍
寺
と
対
等
と
い
う

の
に
対
し
、
泉
龍
寺
は
先
に
挨
拶
に
来
い
と
い
う
。
言
い
分
の
根
拠

(旧
記
)
は
と

も
か
く

、
円
福
寺
の
勢
力
の
強
さ
が
目
立
つ
。

そ
の
背
景
は
両
寺
の
近
世
に
お
け
る
力
関
係
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
,.天
明
六
年

(
一

七
八
六
)
の

『
寺
院
本
末
帳
』
で
も
、
円
福
寺
は

二

派
本
山
」
と
し
て
独
自
に

一
冊
提
出
し
て
お
り
、
塔
頭
二

・
末
寺
三
九

・
孫
末
三

を
数
え
た
。
そ
の
全
て
が
秩
父
郡
の
寺
院
で
あ
る
が
、
僧
録
金
地
院
の
直
接
支
配
の

「本
山
」
と
し
て
幕
末
ま
で
勢
力
を
保

っ
た
。
宝
生

が
こ
こ
で
示
寂
し
た
由
縁
が
大
き
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

関
興
庵

「行
状
記
」
に

「応
永
甲
申
の
春
、
越
後
に
檀
信
あ
り
、
師
、
屈
し
て
茅
に
つ
く
、
(中
略
)
こ
の
時
、
上
阜
開
基
覚
翁
始
め

て
師
に
見
え
る
」
と
あ
り
、
応
永
十

一
年

(
一
四
〇
四
)
関
興
庵
の
開
山
覚
翁
祖
傳
は
、
こ
の
時

(大
義
寺
で
)
宝
生
に
会

っ
た
。
宝
生
は
上
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野
利
根
の
吉
祥
寺
に
祖
能
を
尋
ね
る
前
、
越
後

の
月
堂

(宗
規
力
)
に
参
じ
て
い
る
か
ら
こ
の
地
域
も
詳
し
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
由
緒

書
』

(寺
蔵
)
の
追
記
に
よ
れ
ば
、
祖
傳
は
上
杉
憲
顕
の
子
と
も
い
う
が
、
『
覚
翁
祖
傳
和
尚
伝
』

(同
)
で
は
駿
河
人
と
あ
り
詳
細
は
わ
か

ら
な

い
。
『由
緒
書
』
は
さ
ら
に
、
応
永

一
七
年

(
一
四
一
〇
)
湯
沢
町
関
山
に
宝
生
を
招
い
て
堂
宇
を
建
て
、

同
二
〇
年
に
伽
藍
が
整

っ

た
と
あ
る
。
宝
生
は
名
目
開
山
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
質
的
庇
護
者
は
上
田
長
尾
氏
で
あ

っ
た
。
永
正
九
年

(
一
五

=
一)
兵
火
を
蒙

っ

た
時
は
長
尾
房
長
の
援
助
で
再
興
さ
れ
、

一
時
は
末
寺
が
三
〇
〇
か
寺
と
伝
え
る

(『越
佐
史
料
』)。

実
数
は
と
も
か
く
、
こ
の
地
域
の
臨

済
宗
寺
院
の
中
心
で
あ

っ
た
。
天
正
六
年

(
一
五
七
八
)
二
度
目
の
戦
火
を
蒙
り
、
上
杉
景
勝
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
慶

長
三
年

(
一
五
九
八
)、

景
勝
が
会
津
か
ら
米
沢
に
移
封
と
な
り
関
興
庵
を
創
建
し
た
の
で
、
住
持
も
移
り
住
ん
だ
。
衰
微
し
た
関
興
庵
を
上
野

(塩
沢
町
)
に
寛
文

年
間

(
一
六
六
一
～
七
二
)
再
興
し
た
の
は
、
三
七
世
萬
源
祥
で
あ
り
、
寺
号
を
関
興
寺
と
改
め
た

(『由
緒
書
』)。

近
世
は
円
覚
寺
末
と
し

て
、
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
の

『本
末
帳
』
に
末
寺

一
〇
か
寺
を
数
え
、
別
に
廃
寺

一
八
か
寺

・
曹
洞
宗
転
派
七
か
寺

が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
末
寺
は
全
て
魚
沼
郡
に
集
中
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
関
興
庵
に
は

『最
上
山
関
興
庵
略
記
』
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

白
崖
宝
生

不
蔵
青
単

在
天
従
龍

南
景

椿

梅
巌

芳

玉
嶺

珍

輔
山

佐

雪
江

慶

財
山

積

夢
庵
正
観

と
次
第
し
て
い
る
。
こ
こ
に
実
質
開
山
の
祖
傳
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
奇
妙
な
こ
と
に
上
野
吉
祥
寺
の
木
版

『戒
牒
』

に
も
、

大
拙
祖
能

白
崖
宝
生

不
蔵
青
単

在
天
従
龍

夢
庵
正
観

と
連

な
る
戒
脈
な
る
も
の
が
あ
る
。
宝
生
も
青
単
も
吉
祥
寺

の
住
持
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
吉
祥
寺
は
建
長
寺
の
末
寺

で
あ
る
。
そ
れ
が

「戒
脈
」
を
通
じ
て

一
流
を
形
成
し
た
。
泉
龍
寺

の

『
旧
記
案
紙
』
も
こ
れ
ら
の
系
譜
と
符
号
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
玉
村

竹
二
氏
が

「法
脈
相
承
の
法
制
化
」
と
題
し
て
、
幕
府

の
附
法
の
明
確
化
の
要
求
に
合
致
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
幻
住
派
と
並
ん
で

(
3
)

白
崖
派
の
別
派
相
承
が
円
覚
寺
下
の
泉
龍
寺
や
関
興
庵
関
係
僧

の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
実
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、



幕
府
の
本
末
統
制
を
不
本
意
な
が
ら
呑
ん
だ
泉
龍
寺
や
関
興
庵
に
と

っ
て
、
弱
小
な
が
ら
配
下
の
寺
院
を
管
理
で
き
た

「附
庸
」
か
ら
、

次
第
に
本
寺
に
隷
属
す
る

「末
寺
」
に
実
質
格
下
げ
さ
れ
て
行
く
中
で
、
法
制
化
の
政
策
に
の
っ
て
自
派
の
法
脈
だ
け
は
残
そ
う
と
考
え

た
結
果

の

「白
崖
派
」
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
え
る
。

つ
ま
り
、
形
式
上
は
円
覚
寺
末
と
な

っ
て
も
、
実
質
的
な
法
灯

の
意
識
が

「白
崖

派
」
と
し
て
後
世
ま
で
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
世
に
お
け
る

「白
崖
派
」
の
呼
称
は
、
零
細
な
が
ら

一
派
が
認
め
ら
れ
た
秩

父
円
福
寺
な
ど
で
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
ず
、
や
む
な
く
、
円
覚
寺
下
に
入

っ
た
泉
龍
寺
や
関
興
庵
で
喧
伝
さ
れ
、
固
執
さ
れ
た
よ
う
で
あ

(
4
)

(
5
)

る
。
そ

の
こ
と
は
、
特
に
本
山
塔
頭
と
紛
争
を
起
こ
し
た
り
、
法
誹
を
使
い
分
け
て
も
同
派
意
識
を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
事
実
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

白崖宝生と白崖派の展開

(
1
)

『
伊
勢
崎
泉
龍
寺
史
料
』

(昭
和

六
三
年

伊
勢
崎
市
)

(
2
)

拙
稿

「
白
涯
宝
生

と
那
波
泉
龍

寺
」
(『
群
馬
県
史
研
究
』
二
九
)

(
3
)

『
圓
覚
寺
史

』
第

六
章
再
興
下

第

六
節

法
脈
相
承

の
法
制

化

(三
五

二
頁
)

(
4
)

玉
村
竹

二
氏
は
、
『
圓
覚
寺
史
』
第

六
章

再
興
下

第

五
節

本

末
関
係

の
成
立

(
三
四

二
頁
)

で
、
松
嶺
院

の
白
涯
派
東
漠
宜
錬

が
同
院

の
祖
師
を
大
拙
祖
能

と
称

し
仏

源
派

の
僧

と

=
二
年
間
対

立

し
、
訴
訟

に
ま

で
発
展
し
た

こ
と
な
ど
を
紹

介
し
て

い
る
。

(
5
)

同
前

(
三
四

一
頁
)
で
、
関
興
庵

の
僧
を
例
に
引

き
、
地
元
越

後

で
は
白
涯
派

の
法
誰
を
な

の
り
、
円
覚
寺
景
福
庵
で
は
夢
窓
派

の
法
諜

を
持

っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
泉
龍
寺
関
係
僧
で
見
る

な
ら
ば
、
静
隠
庵
宗
益
↓
秀
益
、
鳳
鳳
院
玄
要
↓
祖
要
、
真
光
寺

祖
源
↓

祖
現

な
ど
が
考

え
ら
れ

よ
う
。
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執

筆

者

紹

介

①
専
門

②
勤
務
先

・
職
名

③
主
要
論
文

・
著
作

(最
近
三
年
間
)

竺

沙

雅

血早

①
東
洋
史

②
大
谷
大
学
教
授

③

「白
蓮
宗
に

つ
い
て
」

(『中
国
史
と
西
洋
世
界
の
展
開
』、

一
九
九

一
年
二
月
)
「『開
宝
蔵
』
と

『契
丹
蔵
』」

(『古
典
研
究
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
国
書
漢
籍
論
集
』、

一
九
九

一年
八
月
)
「寺
院

文
書
」
(『講
座
敦
煙
』
第
五
巻
、

一
九
九
二
年
三
月
)
「宋
代
の
士
風
と
党
争
」
(『中
世

史
講
座
』
6
、

一
九
九
二
年
三
月
)
「陳
垣
と
桑
原
鷹
蔵
」
(『史
林
』
第
七
五
巻
第
四
号
、

一
九
九
二
年
七
月
)
「内
律
と
俗
法
ー
中
国
仏
教
法
制
史
の
一
考
察
i
」

(『中
国
近
世
の

法
制
と
社
会
』、

一
九
九
三
年
三
月
)

小

此

木

輝

之

①
日
本
仏
教
史

②
大
正
大
学
専
任
講
師

③

『群
馬
県
史
』

通
史
編
、
『尾
島
町
誌
』
通
史
編
、
「草
加
の
社
寺
信
仰
に
つ
い
て
」
(『
草
加
市
史
研
究
』

七
)
「室
町
時
代
に
お
け
る
真
言
宗
の
展
開
」
(『論
集
日
本
仏
教
史
』
五
、
一
九
八
六
年
八

月
)
「法
然
門
下
の
関
東
武
士
」
(『仏
教
文
化
研
究
』
第
三
十
二
号
、
一
九
八
七
年
三
月
)

「
白
崖
宝
生
と
那
波
泉
罷
寺

(『群
馬
県
史
研
究
』
第
二
十
九
号
、
一
九
八
九
年
三
月
)

松

田

紹

典

①
西
洋
古
代
哲
学
史

②
聖
和
学
園
短
期
大
学
学
長
、
山
形
市

大
龍
寺
住
職

③

「蛙
の
浄
土
ー
運
命
の
女
神
た
ち

(V
)」
(『聖
和
』
第
二
十
八
号
、

一

九
九
一
年
三
月
)
「
蛙
の
浄
土
-
運
命
の
女
神
た
ち

(
U
)」
(『聖
和
』
第
二
十
九
号
、

一

九
九
二
年
三
月
)
「
蛙
の
浄
土
ー
運
命
の
女
神
た
ち

(
皿
)」
(『聖
和
』
第
三
十
号
、
(
一
九

九
三
年
三
月
)

佐

々

木

閑

①
イ

ン
ド
仏
教

②

花
園
大
学
助

教
授

③

「
律

蔵
に
あ

ら
わ

れ

る

「
阿
羅
漢

の
漏
精
」
」

(『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』
第

二
十
三
号
、

一
九
九

一
年

三
月
)

「
比
丘
と
伎
楽
」

(『
仏
教

史
学
研
究
』
第
三
十
四
巻
第

一
号
、

一
九
九

一
年

七
月
)

「『
宝

性

論
』

の
煩
悩
生
起
説
」

(『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十

一
巻
第

一
号
、

一
九
九

一
年

十

二
月
)
「
『
摩

詞
僧
舐
律
』
駿
渠
法
、
威
儀
法
内
容

一
覧
」
(
『
花
園
大
学
研
究
紀
要

』
第

二
十
四
号
、

一
九
九

二
年

三
月
)

「
b⇔
β
鮎
幽
7
尻
け
ω
①
o
け
ω
冒

窪

o

》
い
o
評
㊤

℃
①
ユ
o
良

(悼
Y
ω
曽
ぢ
αq
げ
聾
げ
げ
①
⊆
㊤
(
一Y
」

(『
佛

教

研
究
』

第

二
十

一
号

、

一
九
九
二
年

三

月
)

「
bd
賃
畠
α
ぼ

ω
ひ
ω
0
9
ω

言

け
ゴ
Φ

諺
邸
o
詩
㊤

℃
Φ
鼠
o
畠
(q9
)
-
ω
暫
弓
σq
げ
㊤
び
ゴ
㊦
飢
曽
(
図
Y
」

(『
佛
教

研
究
』
第

二
十

二
号
、

一
九
九

三
年

三
月
)
「
ω
帥
ヨ
騨
σ葭
σq
ヨ
づ
o
の
暮
ゴ
曽
と
二
種
の

破
僧
」

(『
パ
ー
リ
仏
教
文
化
学
』
第
六
号
、

一
九
九
三
年
五
月
)

「
典
座
に
関
す
る

一
考

察
」
(
『
禅
文

化
研
究
所
紀
要
』
第

一
九

号
、

一
九
九

三
年
五
月
)

桐

田

清

秀

①
教
育
哲
学

②
花
園
大
学
文
学
部
教
授

③

「bd
巳

q
三
馨

蝉昌
創
ω
o
o一一
国
け眠
o。。」
(『N
Φ
=
bu
嵩
画ユ
窪
ω巨

目
o
鮎騨
網
』
Z
g

Q。

一
九
九
〇
年

一
〇

月

)「文
部
省
の
生
徒
指
導
理
念
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
(『花
園
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
十
四

号
、

一
九
九
二
年
三
月
)
「生
活
指
導
の
基
本
問
題
」
(『花
園
大
学
社
会
福
祉
研
究
紀
要
』

第

一
号
、

一
九
九
三
年
三
月
)
「環
境

・
生
命
倫
理
と
仏
教
」
(『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

十
九
号
、

一
九
九
三
年
五
月
)

武

田

秀

夫

①
中
国
哲
学

②
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
教
授

③

「『文

子
』
考
」
(『東
洋
文
化
学
科
年
報
』第
五
号
、
一
九
九
〇
年
十

一
月
)
「厳
遵
『道
徳
真
経
指

帰
』
の
思
想

一
斑
」
(『東
洋
文
化
学
科
年
報
』
第
六
号
、

一
九
九

一
年
十

一
月
)
「『荘
子
』

の
「遊
」
小
考
」
(『東
洋
文
化
学
科
年
報
』
第
七
号
、

一九
九
二
年
十

一
月
)
「隠
者
の
風

景
-
中
国
中
世
の
旅
人
た
ち
ー
」
(『旅
の
文
化
史
』
駿

々
堂
、

一九
九
三
年
四
月
所
収
)

5

k


